
総    則  
 

開 催 の 趣 旨 

 

国民ス ポーツ 大会は、 広く 国民の間にス ポーツを普及し 、 ス ポーツ精神を高揚し て国民の健康

増進と 体力の向上を図り 、 併せて地方ス ポーツの推進と 地方文化の発展に寄与する と と も に、 国

民生活を明る く 豊かにし よ う と する 国内最大のス ポーツの祭典である 。  

佐賀県で開催する 第 78 回国民ス ポーツ大会「 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 」 は「 新し い大会へ。 すべての

人に、 ス ポーツのチカラ を。」 をメ イ ンメ ッ セージに掲げ、「 する 」「 観る 」「 支える 」 の視点から 、

選手も 、 選手でない人も 参加でき る 大会、 エンタ ーテイ ンメ ント 性の高い大会、 みんなで力を合

わせ、 つく る 大会をコ ンセプト に、 体育から ス ポーツに変わる 、 今だから こ そ、 すべての人にス

ポーツのチカラ を届ける 新し い大会を目指し て開催する 。  

 

実 施 方 針 

 

１  実施競技 

⑴ 正式競技（ 37 競技）  

陸 上 競 技 、 水 泳 、 サ ッ カ ー 、 テ ニ ス 、 ロ ー イ ン グ 、 ホッ ケー、 バレ ーボール、 体操、 

バス ケ ッ ト ボール、 レ ス リ ン グ 、 セーリ ン グ 、 ウ エイ ト リ フ テ ィ ン グ 、 ハン ド ボール、

自転車、 ソ フト テニス 、 卓球、 軟式野球、 相撲、 馬術、 フェ ンシング、 柔道、 ソ フト ボール、 

バド ミ ント ン、 弓道、 ラ イ フル射撃、 剣道、 ラ グビーフッ ト ボール、 ス ポーツク ラ イ ミ ング、 

カ ヌ ー、 ア ーチェ リ ー、 空手道、 銃剣道、 ク レ ー射撃、 なぎなた、 ボウ リ ング、 ゴルフ、 

ト ラ イ アス ロ ン 

⑵ 公開競技（ ７ 競技）   

綱 引 、 ゲ ー ト ボ ー ル 、 武 術 太 極 拳 、 パ ワ ー リ フ テ ィ ン グ 、 グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ  

バウ ンド テニス 、 エアロ ビッ ク  

⑶ デモンス ト レーショ ンス ポーツ （ 28 競技）  

合気道、 ア ジ ャ タ 、 いご て だま 、 ウ ォ ーキ ン グ 、 草ス キ ー、 ク ッ ブ、 皿か ぶり 競走  

さ わ や か グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 、 ３ Ｂ 体 操 、 室 内 ペ タ ン ク 、 シ ャ ッ フ ル ボ ー ド 、  

ス カ ッ ト ボ ー ル 、 ス ケ ー ト ボ ー ド 、 ス ポ Ｇ Ｏ Ｍ Ｉ 、 ス ポ ー ツ ウ エ ル ネ ス 吹 矢 、  

ス ポ ーツ チ ャ ン バ ラ 、 ソ フ ト バ レ ーボ ール、 滝登り 、 チ ャ レ ン ジ ・ ザ ・ ゲ ーム 、  

パ ーク ゴ ルフ 、 バ ッ ゴ ー、 ビ リ ヤ ード 、 フ ラ イ ン グ ディ ス ク 、 マ リ ン ス ポ ーツ 、  

ユニカ―ル、 ラ ージボール卓球、 ラ ダーゲッ タ ー、 ロ ープ・ ジャ ンプ・ Ｘ  

⑷ 特別競技（ １ 競技）  

高等学校野球 
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２  会期及び会場地 

⑴ 正式競技・ 特別競技（ 13 市、 11 町： 計 24 市町）  

会  期 会 場 地 

2024 年10月５ 日（ 土）  

～10月15日（ 火）  

      〔 11日間〕  

佐賀市、 唐津市、 鳥栖市、 多久市、 伊万里市、 武雄市、 鹿島市、 

小城市、 嬉野市、 神埼市、 吉野ヶ 里町、 基山町、 上峰町、

みやき 町、 玄海町、 有田町、 大町町、 江北町、 白石町、 太良町、

大分県日田市、 兵庫県三木市 

2024 年９ 月５ 日（ 木）  

～９ 月17日（ 火）  

〔 13日間〕  

佐賀市、 伊万里市、 鹿児島県湧水町 

※ 水泳、 ロ ーイ ング、 バレ ーボール（ ビーチバレ ー） 、  

体操（ 体操競技、 ト ラ ンポリ ン） 、 カヌ ー（ SL・ WW）  

競技会は上記会場地で実施 

2024 年９ 月21日（ 土）  

～10月 1日（ 火）  

〔 11日間〕  

佐賀市、 唐津市、 鳥栖市、 神埼市、 大分県由布市 

※ サッ カー、 テニス 、 体操（ 新体操）、 セーリ ング、  

ソ フト テニス 、 ラ イ フル射撃、 剣道、 ク レ ー射撃競技会は 

上記会場地で実施 

⑵ 公開競技（ ６ 市、 １ 町： 計７ 市町）  

会  期 会 場 地 

2024 年８ 月24日（ 土）  

～９ 月22日（ 日）  
佐賀市、 唐津市、 鳥栖市、 武雄市、 鹿島市、 嬉野市、 基山町 

⑶ デモンス ト レーショ ンス ポーツ （ ７ 市、 ８ 町： 計 15 市町）  

会  期 会 場 地 

2024 年４ 月21日（ 日）  

～10月13日（ 日）  

佐賀市、 唐津市、 鳥栖市、 武雄市、 鹿島市、 嬉野市、 神埼市、

吉野ヶ 里町、 基山町、 上峰町、 有田町、 大町町、 江北町、

白石町、 太良町 

⑷ 文化プロ グラ ム 

文化プロ グラ ムの実施については、「 文化プロ グラ ム実施基準」 に基づき 、 2024 年４ 月１ 日

から 2024 年 12 月 31 日ま での期間で、 原則と し て、 県内市町で開催する 。  

 

３  競技方法 

各競技別実施要項に示す方法と し 、 正式競技は都道府県対抗で実施する 。  

 

４  ド ーピ ング検査の実施 

大会における アンチ・ ド ーピング活動（ ド ーピング検査及びアンチ・ ド ーピ ング教育活動） は、

公益財団法人日本アンチ・ ド ーピング機構が定める 「 日本アンチ・ ド ーピング規程」 及び別に定

める 「 国民ス ポーツ 大会アンチ・ ド ーピング活動に関する ガイ ド ラ イ ン」 に基づき 実施する 。  

なお、 治療の目的で禁止物質・ 禁止方法を用いる 必要がある 場合は、 事前に「 治療使用特例」

（ TUE） の手続き を行う こ と 。  

各都道府県の代表選手は、 大会期間中は常に「 国民ス ポーツ 大会ド ーピング検査同意書」 を所

持し なければなら ない。選手が 18 歳未満の場合、本人の署名及び親権者の署名がある 同意書を所

持する こ と 。  
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５  参加資格、 所属都道府県及び選手の年齢基準 

選手及び監督の参加資格、 所属都道府県及び選手の年齢基準は、 次のと おり と する 。  

なお、 参加資格については、「 第 78 回国民ス ポーツ 大会参加資格、 所属都道府県及び年齢基準

等の解釈・ 説明」 を併せて確認する こ と 。  

【  公益財団法人日本ス ポーツ協会ホームページ ht t p: //www. j apan-spor t s. or . j p/ 】  

⑴ 参加資格 

ア 日本国籍を有する 者である こ と と する が、 選手及び監督のう ち、 次の者については、 日本

国籍を有し ない者であっても 、 大会に参加する こ と ができ る 。  

( ｱ)  「 出入国管理及び難民認定法」 に定める 在留資格のう ち「 永住者」（「 日本国と の平和条

約に基づき 日本の国籍を離脱し た者等の出入国管理に関する 特例法」 に定める 「 特別永住

者」 を含む。）  

( ｲ)  少年種別年齢域に該当し 、 次の要件をいずれも 満たす者 

ａ  「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍する 学生又は生徒で、「 ８  参加申込方

法」 で定めた参加申込締切時に１ 年以上在籍し ている こ と 。  

ｂ  「 出入国管理及び難民認定法」 に定める 在留資格のう ち、「 留学」、「 家族滞在」 又は「 定

住者」 に該当し ている こ と 。  

( ｳ)  成年種別年齢域に該当し 、 次の要件をいずれも 満たす者 

ａ  少年種別年齢域にあった時点において前号( ｲ) に該当し ていた者である こ と 。  

ｂ  「 出入国管理及び難民認定法」 に定める 在留資格のう ち、 大会参加時から 終了時ま で

「 留学」 に該当し ないこ と 。  

［ 注］  上記( ｳ) b について、 大学及び専修学校等に在籍する 成年種別の年齢域に該当する

者は、「 出入国管理及び難民認定法」 に定める「 留学」 以外の在留資格を有する 場合

も 「 留学」 と 同等に扱う 。  

イ  選手及び監督は、 所属都道府県の当該競技団体会長（ 代表者） と 体育・ ス ポーツ 協会会長

（ 代表者） が代表と し て認め、 選抜し た者である こ と 。  

ウ  第 77 回又は 2023 年開催の特別大会（ 都道府県大会及びブロ ッ ク 大会を含む） において選

手又は監督と し て参加し た者は、 次の場合を除き 、 第 77 回又は 2023 年開催の特別大会と 異

なる 都道府県から 参加する こ と はでき ない。  

( ｱ)  成年種別 

ａ  「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校を卒業し た者 

ｂ  結婚又は離婚に係る 者 

［ 注］  a 及び b は当該要件発生後、 初めて参加する も のに限る 。  

ｃ  ふる さ と 選手制度を活用する 者（ 別記１ 「 国民ス ポーツ 大会ふる さ と 選手制度」 によ

る 。）  

［ 注］  別記３ 「 JOC エリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 の適用を受

け、 ふる さ と 選手と し て参加する 者を含む。  

ｄ  東日本大震災に係る 参加資格特例措置を活用する 者（ 別記５ 「 東日本大震災に係る 選

手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

ｅ  能登半島地震に係る 参加資格特別措置を活用する 者（ 別記６ 「 能登半島地震に係る 選

手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

( ｲ)  少年種別 

ａ  「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校を卒業し た者 
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ｂ  結婚又は離婚に係る 者 

ｃ  一家転住に係る 者（ 別記２ 「『 一家転住等』 に伴う 特例措置」 によ る 。）  

［ 注］  a から c は当該要件発生後、 初めて参加する も のに限る 。  

ｄ  JOCエリ ート アカデミ ーに在籍する 者（ 別記３「 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の

参加資格の特例措置」 によ る 。）  

ｅ  東日本大震災に係る 参加資格特例措置を活用する 者（ 別記５ 「 東日本大震災に係る 選

手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

ｆ  能登半島地震に係る 参加資格特別措置を活用する 者（ 別記６ 「 能登半島地震に係る 選

手及び監督の国民ス ポーツ 大会参加資格の特例措置」 によ る 。）  

エ 選手と 監督の兼任は、 同一種別内に限る 。  

オ 選手及び監督は、 回数を同じ く する 大会において、 冬季大会及び本大会にそれぞれ１ 競技

に限り 参加でき る 。  

カ 選手及び監督は、 回数を同じ く する 大会において、 異なる 都道府県から 参加する こ と はで

き ない。  

キ 選手、 監督並びに本部役員帯同のス ポーツド ク タ ー及びアス レ ティ ッ ク ト レ ーナーは、 大 

会参加前の１ 年以内に公益財団法人日本ス ポーツ協会（ 以下「 日本ス ポーツ 協会」 と いう 。） 

が指定する アンチ・ ド ーピ ング教育を受講し 、「 国ス ポ本戦出場前のアンチ・ ド ーピング教育

履歴」 に記載し た者である こ と 。  

ク  上記のほか、 選手については次のと おり と する 。  

( ｱ)  都道府県大会及びブロ ッ ク 大会に参加し 、 こ れを通過し た者である こ と 。  

( ｲ)  健康診断を受け、 競技会への参加に支障がない者である こ と 。  

( ｳ)  ド ーピ ング検査対象に選定さ れた場合は、 検査を受けなければなら ない。  

ケ 上記のほか、 監督については日本ス ポーツ協会公認ス ポーツ指導者制度に基づく 競技別指

導者資格を有する 者と し 、 監督が不在の場合選手は参加する こ と ができ ない。 各競技におけ

る 対象資格については当該競技実施要項によ る も のと する 。  

⑵ 所属都道府県 

所属都道府県は、 当該競技団体が限定する 場合を除き 、 次のいずれかが属する 都道府県から

選択する こ と ができ る 。  

ア 成年種別 

( ｱ)  居住地を示す現住所 

( ｲ)  勤務地 

( ｳ)  ふる さ と （ 別記１ 「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」 によ る 。）  

［ 注］  別記３「 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 の適用を受け、

ふる さ と 選手と し て参加する 者を含む。  

イ  少年種別 

( ｱ)  居住地を示す現住所 

( ｲ)  「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校の所在地（ 以下「 学校所在地」 と いう 。）  

( ｳ)  勤務地 

( ｴ)  別記３ 「 JOC エリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」 に定める 小学校の

所在地 

※ 「 居住地を示す現住所」、「 勤務地」、「 学校所在地」 のいずれかから 参加する 場合は、 2024

年４ 月 30 日以前から 本大会終了時（ 2024 年 10 月 15 日） ま で、 引き 続き 当該地に、 それぞ
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れ居住、 勤務、 又は通学し ていなければなら ない。 ただし 、 次の者はこ の限り ではない。  

［ 成年種別］  

ａ  別記４ 「 ト ッ プアス リ ート の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 の適用を受ける

者 

ｂ  別記５ 「 東日本大震災に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける 者 

ｃ  別記６ 「 能登半島地震に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける 者 

 

［ 少年種別］  

ａ  別記２ 「『 一家転住等』 に伴う 特例措置」 の適用を受ける 者 

ｂ  別記４ 「 ト ッ プアス リ ート の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」 の適用を受ける

者 

ｃ  別記５ 「 東日本大震災に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける 者 

ｄ  別記６ 「 能登半島地震に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」

の適用を受ける 者 

⑶ 選手の年齢基準 

ア 選手の年齢基準については、 下記を原則と する 。  

( ｱ)  成年種別に参加する 者は、 2006 年４ 月１ 日以前に生ま れた者と する 。  

( ｲ)  少年種別に参加する 者は、 2006 年４ 月２ 日から 2009 年４ 月１ 日ま でに生ま れた者と す

る 。  

( ｳ)  年齢を区分し ている 種別へ参加する 者の年齢計算は、 2024 年４ 月１ 日を基準と する 。  

イ  日本ス ポーツ協会が特に認める 場合は、 上記アにかかわら ず、 競技ごと に年齢区分を設定

する こ と ができ る 。 ただし 、 年齢の下限は中学３ 年生（ 2009 年４ 月２ 日から 2010 年４ 月１

日ま でに生ま れた者） と する 。  

⑷ 前記の各事項に疑義のある と き は、日本ス ポーツ協会及び当該競技団体が調査・ 審議のう え、

日本ス ポーツ 協会がその可否を決定する 。  

 

６  各正式競技の総合成績決定方法 

各正式競技の総合成績決定方法は次のと おり と する 。  

⑴ 次のア、 イ の得点を合計し たも のを男女総合成績（ 天皇杯得点） 及び女子総合成績（ 皇后杯

得点） と する 。  

ア 競技得点 

競技得点は、 各種別、 種目などの第１ 位から 第８ 位ま での都道府県に与え、 次のと おり と

する 。 ただし 、 同順位の場合は、 次の順位のも のを加え、 当該都道府県で等分し 、 割り 切れ

ない場合は、 小数第３ 位以下を切り 捨てる 。  

 １ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 ６ 位 ７ 位 ８ 位 

 

種別 

４ 人以下 24 点 21 点 18 点 15 点 12 点 ９ 点 ６ 点 ３ 点 

５ 人以上７ 人以下 40 点 35 点 30 点 25 点 20 点 15 点 10 点 ５ 点 

８ 人以上 64 点 56 点 48 点 40 点 32 点 24 点 16 点 ８ 点 

種目  ８ 点 ７ 点 ６ 点 ５ 点 ４ 点 ３ 点 ２ 点 １ 点 
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［ 注］  「 種別」： 種別などに与える 競技得点  「 種目」： 種目など に与える 競技得点 

イ  参加得点 

参加得点は 10 点と し 、 大会（ ブロ ッ ク 大会を含む。） に参加し た都道府県に与える 。  

ただし 、 ブロ ッ ク 大会で本大会の出場権を獲得し ながら 、 本大会に参加し なかった場合は

与えない。  

⑵ 各競技の総合成績は、 当該競技団体が決定する 。  

ただし 、 天候その他の事情によ り 一部競技が中止になった場合は、 当該競技団体と 大会総務

委員会が協議する 。  

⑶ 参加資格違反等に関わる 得点等の取り 扱いについては、 「 国民ス ポーツ 大会における 違反に

対する 処分に関する 規程」 によ る も のと する 。  

 

７  表彰 

⑴ 冬季大会及び本大会で実施し た全正式競技の男女総合成績第１ 位の都道府県に天皇杯を、 同

じ く 女子総合成績第１ 位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する 。  

⑵ 冬季大会及び本大会で実施し た全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１ 位から 第

８ 位ま での都道府県に、 それぞれ表彰状を授与する 。  

⑶ 各正式競技の男女総合成績第１ 位の都道府県に、 国民ス ポーツ大会会長ト ロ フィ ーを授与す

る 。  

⑷ 各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第１ 位から 第８ 位ま での都道府県に、 それぞ

れ表彰状を授与する 。  

⑸ 各競技の各種別及び各種目など の第１ 位から 第８ 位ま でに賞状を授与する 。 団体競技の場合

は、 その都道府県名と チーム全員（ 監督を含む） の氏名を記載し たも のを都道府県用に１ 枚、

更にその都道府県名と 個人名を記載し たも の、 又は都道府県名と チーム全員（ 監督を含む） の

氏名を記載し たも のをチーム全員に授与する 。  

 

８  参加申込方法 

⑴ 参加申込 

都道府県体育・ ス ポーツ協会会長（ 代表者） 及び競技団体会長（ 代表者） は、 連署の上、 都

道府県大会又はブロ ッ ク 大会において選抜さ れた者及び公益財団法人日本高等学校野球連盟が

選出し たチームを、 大会会長宛に申込むも のと する 。  

⑵ 参加申込締切 

参加申込は、 定めら れた締切日ま でに国民ス ポーツ 大会参加申込シス テムによ り 行う 。 なお

各競技別実施要項の「 参加申込み方法」 を併せて確認する こ と 。  

⑶ 参加申込締切日 

締 切 日 競  技 

2024 年 

８ 月 15 日（ 木） 

【 ５ 競技】  

水 泳 、 ロ ー イ ン グ 、 バ レ ー ボ ー ル （ ビ ー チ バ レ ー ボ ー ル ） 、  

体操、 カヌ ー 

2024 年 

８ 月 28 日（ 水） 

【 12 競技】  

サ ッ カ ー 、 レ ス リ ン グ 、 セ ー リ ン グ 、 自 転 車 、 ソ フ ト テ ニ ス 、  

相 撲 、 ラ イ フ ル 射 撃 、 剣 道 、 ク レ ー 射 撃 、 ボ ウ リ ン グ 、 ゴ ル フ 、  

ト ラ イ アス ロ ン 
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2024 年 

９ 月 4 日（ 水）  

【 22 競技】  

陸上競技、 テニス 、 ホッ ケー、 バレ ーボール（ 6 人制）、 バス ケッ ト ボール、 

ウ エ イ ト リ フ テ ィ ン グ 、 ハ ン ド ボ ー ル 、 卓 球 、 軟 式 野 球 、 馬 術 、  

フ ェ ン シ ン グ 、 柔 道 、 ソ フ ト ボ ー ル 、 バ ド ミ ン ト ン 、 弓 道 、  

ラ グビ ーフ ッ ト ボール、 ス ポーツ ク ラ イ ミ ン グ 、 アーチェ リ ー、 空手道、  

銃剣道、 なぎなた、 高等学校野球 

⑷ 参加申込様式 

参加申込様式は、 日本ス ポーツ協会が実施競技団体と 協議の上、 作成する 。  

⑸ 公開競技の参加申込 

公開競技については、 別途当該中央競技団体が定める 所定の手続き によ り 行う 。  

⑹ 選手の交代 

参加申込締切後の選手の交代は、 特別な事情がない限り 認めない。 特別な事情で選手を交代

する 場合は、 所定の様式、 方法によ り 次のア～ウ 宛に届け出なければなら ない。  

ア 全国を統轄する 各中央競技団体事務局 

イ  Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 実行委員会事務局 

ウ  Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 各競技会場地市町実行委員会事務局 

なお、 日本ス ポーツ 協会に対し ては、 大会終了後、 所定の手続き によ り 参加申込情報を修正

する こ と 。  

 

９  棄権手続 

参加申込締切後から 競技初戦ま での間において、 特別な事情で選手が競技会を棄権する 場合に

は、 所定の棄権手続き をと ら なければなら ない。  

なお、 棄権手続き に係る 届出については選手交代届と 同じ 様式を用いる こ と 。  

 

10 大会参加負担金 

⑴ 大会に参加選手団（ 視察員を除く ） を派遣する 都道府県体育・ ス ポーツ 協会は、 大会参加負

担金を納入する 。 一人当たり の大会参加負担金の額は下記のと おり と する 。  

区   分 負 担 金 

少年の種別に参加する 選手 ３ ， ０ ０ ０ 円 

上記以外の者（ 本部役員、 監督、 成年の種別に参加する 選手等）  ６ ， ０ ０ ０ 円 

［ 注］  地震、 風水害、 感染症およ びその他主催者の責によ ら ない事由によ り 大会を中止し た

場合、 大会参加負担金の返金は行わない。  

⑵ 大会参加負担金は、 都道府県体育・ ス ポーツ協会で取り ま と め、 次のと おり 納入する 。  

ア 納入期限 2024 年９ 月５ 日（ 木）  

イ  納 入 先 みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座 513729 

公益財団法人日本ス ポーツ 協会 

 

11 宿泊申込 

 大会参加者は、 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 実行委員会が指定し た所定の様式によ り 、 定めら れた締切日 

ま でに申込む。  
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12 都道府県選手団本部役員編成 

⑴ 都道府県選手団本部役員は、 次のと おり と する 。  

ア 参加選手 500 名以上の場合は、 団長、 総監督及び総務ほか、 計 20 名以内と する 。  

イ  参加選手 300 名以上 500 名未満の場合は、 団長、 総監督及び総務ほか、 計 15 名以内と す

る 。  

ウ  参加選手 300 名未満の場合は、 団長、 総監督及び総務ほか、 計 10 名以内と する 。  

⑵ 上記役員のほか、 ５ 名以内の顧問を設ける こ と ができ る 。  

⑶ 上記⑴及び⑵によ る 本部役員総数の範囲内で、ス ポーツド ク タ ーを帯同する も のと する 。 な

お、 帯同する ス ポーツド ク タ ーは日本ス ポーツ協会公認ス ポーツド ク タ ー資格を有する 者と す

る 。  

⑷ 上記⑴及び⑵によ る 本部役員総数の範囲内で、 原則と し てアス レ ティ ッ ク ト レ ーナーを帯同

する も のと する 。  

なお、 帯同する アス レ ティ ッ ク ト レ ーナーは日本ス ポーツ協会公認アス レ ティ ッ ク ト レーナ

ー資格を有する 者と する 。  

⑸ 都道府県選手団本部役員の１ 日あたり の編成人数については、 上記⑴及び⑵によ る 人数を上

限と する 。  

⑹ 都道府県選手団本部役員の参加申込は、 2024 年９ 月４ 日（ 水） ま でに国民ス ポーツ大会参加

申込シス テムによ り 行う 。  

 

13 視察員 

⑴ 視察員は、 １ 都道府県３ 名以内と する 。 ただし 、 2025 年以降の国民ス ポーツ大会の開催が決

定又は内定し ている 県については、 滋賀県 100 名以内、 青森県及び宮崎県 60 名以内、 長野県及

び群馬県 40 名以内と する 。  

⑵ 都道府県の視察員の参加申込は、 2024 年９ 月４ 日（ 水） ま でに国民ス ポーツ大会参加申込シ

ス テムによ り 行う 。  

 

14 大会参加章、 記念章及び ADカード の交付 

大会参加章、 記念章及び ADカード は、 次の者に交付する 。  

⑴ 大会参加章 

都道府県選手団本部役員、 監督及び選手並びに大会役員、 競技会役員及び競技団体が指定し

た競技役員 

⑵ 記念章 

公開競技・ デモンス ト レ ーショ ンス ポーツ参加者 

※ 公開競技参加者への交付は、 中央競技団体と の協議によ る 。  

⑶ ADカード  

都道府県選手団、 公開競技に参加する 選手・ 監督及び役員、 大会役員・ 競技会役員及び競技

団体が 指定し た 競技役員、 大会主催者及び競技会主催者が 認め た 者に は AD カ ード

（ Accredi t at i on Card） を交付する 。  

 

15 参加上の注意 

⑴ 大会期間中は、 交付さ れた ADカード を携帯し なければなら ない。  

⑵ 各都道府県の代表選手は、 競技に際し 、「 国民ス ポーツ 大会ユニフォ ーム規程」 に基づき 、 ユ
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ニフォ ームを着用し なければなら ない。  

 

16 個人情報及び肖像権に関わる 取り 扱い 

日本ス ポーツ 協会、 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 実行委員会、 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 各競技会場地市町実行委

員会及び国民ス ポーツ大会実施競技中央競技団体（ 以下「 国ス ポ関係機関・ 団体」 と いう 。） は、

参加申込等を通じ て取得する 個人情報及び肖像権の取り 扱いに関し て以下のと おり 対応する も の

と する 。  

⑴ 個人情報の取り 扱い 

ア 利用目的 

大会参加申込と し て国民ス ポーツ大会参加申込シス テムへ登録さ れた個人情報は、 国ス ポ

関係機関・ 団体において、 参加資格の確認や競技組合せなど をはじ めと する 大会運営業務の

ために利用し 、 目的以外に利用し ない。  

イ  公表の範囲と 方法 

個人情報のう ち、 所属都道府県、 氏名、 性別、 年齢、 学校名、 チーム名等、 所属と 個人を

識別する ために必要な情報については、 以下の方法等によ り 公表する こ と がある 。  

( ｱ)  総合プロ グラ ム及び競技別プロ グラ ムへの掲載 

( ｲ)  競技会場内における アナウ ンス 等によ る 紹介 

( ｳ)  競技会場内外の掲示板等への掲載 

( ｴ)  大会関連ホームページへの掲載 

( ｵ)  報道機関への提供 

ウ  競技結果（ 記録） 等 

競技結果（ 記録） については、 上記イ で定めた個人情報と と も に、 以下の方法等によ り 公

表する こ と がある 。  

( ｱ)  Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ 実行委員会が設置する 記録本部を通じ た公開 

( ｲ)  国ス ポ関係機関・ 団体及び報道機関等によ る 新聞・ 雑誌及び関連ホームページ等への掲

載 

( ｳ)  国ス ポ関係機関・ 団体が作成する 大会報告書等への掲載 

( ｴ)  次回以降の大会プロ グラ ムへの掲載【 新記録、 優勝及び上位入賞結果（ 記録） 等】  

⑵ 肖像権に関する 取り 扱い 

ア 写真 

国ス ポ関係機関・ 団体又はこ れら に認めら れた報道機関等によ って撮影さ れた写真が、 新

聞・ 雑誌・ 報告書及び関連ホームページ等で公開さ れる こ と がある 。  

イ  写真（ 写真撮影企業等）  

国ス ポ関係機関・ 団体に認めら れた写真撮影企業等によ って撮影さ れた写真等が販売さ れ

る こ と がある 。  

なお、各競技・ 会場における 販売の有無等の詳細は、当該中央競技団体を中心に対応する 。  

ウ  映像 

国ス ポ関係機関・ 団体又はこ れら に認めら れた報道機関等によ って撮影さ れた映像が、 中

継・ 録画放映及びイ ンタ ーネッ ト によ って配信さ れる こ と がある 。ま た、DVD等に編集さ れ、

販売・ 配付さ れる こ と がある 。  

⑶ 対応 

ア 承諾の確認 
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大会参加申込と し て国民ス ポーツ大会参加申込シス テムへ登録さ れた時点で、 上記取り 扱

いに関する 承諾を得たも のと し て対応する 。  

なお、 各競技会における 取り 扱いに伴い、 別途、 当該中央競技団体等によ って個別に承諾

を確認する こ と がある 。  

イ  役員等 

大会役員、 競技役員、 運営役員、 その他各種委員や補助員、 国ス ポ関係機関・ 団体と 大会

に関する 契約をし ている 者及び大会運営関係者については、 上記取り 扱いに関する 承諾を得

たも のと し て対応する 。  

 

17 都道府県大会及びブロ ッ ク 大会 

正式競技については、 本大会の予選と し て次のと おり 都道府県大会（ ブロ ッ ク 大会） を開催し

なければなら ない。  

⑴ 都道府県の主催団体は、 必要に応じ て日本ス ポーツ協会及び中央競技団体等関係団体と 協議

の上、 本要項に基づき 実施要項を作成する 。  

なお、 日本ス ポーツ 協会及び中央競技団体は、 その内容に不備がある 場合、 適宜指導を行う

も のと する 。  

⑵ 都道府県大会の実施にあたり 、 当該都道府県主催団体は、 適正な手続き に則り 決定し た代表

選手の選抜方法・ 選考基準について、 予め関係者に周知徹底を図る も のと する 。  

⑶ 参加者は、 実施要項に基づき 当該主催団体に申込む。  

なお、 参加は１ 人１ 競技に限る 。  

⑷ ブロ ッ ク 大会の申込みは、 原則と し て国民ス ポーツ大会参加申込シス テムによ り 行い、 様式

は日本ス ポーツ協会及び当該主催団体が協議の上、 作成する 。  

なお、 参加申込シス テムを使用し ない場合の様式については、 当該主催団体において別途作

成する 。  

⑸ 都道府県大会の参加申込様式は、 当該主催団体において作成する 。  

⑹ 参加料を徴収する 場合の金額は、 当該主催団体が中央競技団体と 協議の上、 定める 。  

⑺ 競技運営に差し 支えない限り 、 佐賀県選手は当該競技ブロ ッ ク 大会を経る こ と なく 本大会に

参加する こ と ができ る 。  

 

18 国民ス ポーツ大会参加者傷害補償制度 

日本ス ポーツ 協会及び都道府県体育・ ス ポーツ協会は、 国民ス ポーツ 大会参加者に対する 社会

的責任体制を整える と と も に、 大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度と し て大会参加

者によ る 国民ス ポーツ大会参加者傷害補償制度を運営する 。  

⑴ 本制度の対象と なる 参加者は、 ブロ ッ ク 大会及び本大会に参加する 本制度給付規定に定めら

れた選手、 監督、 選手団本部役員（ 顧問を含む）、 視察員並びにその他選手団役員と する 。  

⑵ 大会参加の都道府県体育・ ス ポーツ協会は、 国民ス ポーツ大会参加者傷害補償制度の対象と

なる 参加者数に応じ た制度負担金（ 一人あたり 1, 000 円） を、 日本ス ポーツ協会に納入する 。  

⑶ 納入締切日及び納入先については、 別途日本ス ポーツ協会から 都道府県体育・ ス ポーツ協会

へ通知する 。  

 

19 Ｓ Ａ Ｇ Ａ ２ ０ ２ ４ の取り 組み 

⑴ 選手の活躍にス ポッ ト を当てた表彰 
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選手の活躍は、 観る 人、 支える 人などにと って「 感動する 。 魂が揺さ ぶら れる 」 など「 ス ポ

ーツのチカラ 」 を多く の方に届ける こ と ができ る 。 それぞれの選手の活躍にス ポッ ト を当てた

「 称える ・ 伝える 」 表彰制度を創設し 、 表彰する 。  

⑵ 観戦機会の拡大 

「 すべての人に、 ス ポーツ のチカラ を。」 の実現に向け、 全国で大会の観戦・ 応援ができ る 環

境づく り と し てイ ンタ ーネッ ト を活用し た正式競技の動画配信に取り 組む。ま た、「 一人でも 多

く の方に会場で観戦・ 応援を楽し んでほし い。」 と いう 思いから 、 夕方以降の試合が可能な一部

の競技においてナイ ト ゲーム開催に取り 組む。  

⑶ 健康づく り の推進 

健康増進法（ 平成 14 年法律第 103 号） の趣旨に鑑み、 開・ 閉会式会場及び競技会場を原則禁

煙と する 。 ま た、 望ま ない受動喫煙を生じ さ せる こ と がないよ う 、 大会参加者は、 会場周辺の

道路や駅、 一般の店舗等における 受動喫煙防止についても 十分な配慮する こ と 。  

 

20 その他 

⑴ 参加申込及び宿泊申込が、 定めら れた締切日ま でに行われない場合、 又は、 参加負担金が定

めら れた納入期限ま でに納入さ れない場合は、 本大会への参加を認めない。  

⑵ 大会運営にあたり 、 選手・ 観客・ 大会関係者への安全を最優先に配慮し 、 気象状況・ 感染状

況・ 交通状況・ テロ 行為等の各種災害に伴い、 安全確保が見込めないと 主催者が判断し た場合

は、 主催者の指示に従う も のと する 。 ま た、 安全確保のために、 参加申込シス テムに登録さ れ

た以外の個人情報を取得する 場合がある 。 取得し た情報については、 目的以外に利用し ない。  

⑶ その他の事項については、 国民ス ポーツ 大会開催基準要項及び同細則によ る 。  
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別記１  「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」  

 

１  成年種別年齢域の選手は、 国民ス ポーツ 大会開催基準要項細則第３ 項〔 国民ス ポーツ 大会開催

基準要項第８ 項第１ 号及び第 10 項第４ 号（ 参加資格及び年齢基準等）〕 に基づき 、 下記のいずれ

かを拠点と し た都道府県から 参加する こ と ができ る 。  

⑴ 居住地を示す現住所 

⑵ 勤務地 

⑶ ふる さ と  

２  「 ふる さ と 」 と は、 卒業小学校、 卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する 都

道府県と する 。  

ただし 、 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手については、 別に定める「 JOCエリ ート アカデミ ー

に係る 選手の参加資格の特例措置」 第３ 項によ り 取り 扱う も のと する 。  

３  我が国の競技力向上を支援する 観点よ り 、 日本国籍を有する 者及び「 永住者」 については、 日

本における 滞在期間に関わら ず、 本制度を活用でき る も のと する 。 ただし 、「 日本国籍を有する 者

およ び『 永住者』」 に該当し ない者であっても 、 当該大会年の 4 月 30 日（ 冬季大会は前年の 4 月

30 日） 以前から 本大会終了時（ 冬季大会は各競技会終了時） ま で継続的に日本に滞在し ている 場

合は、 本制度を活用でき る も のと する 。 なお、 やむを得ない事情によ り 、 一時的に日本を離れる

場合は、 総日数の半数を超えて日本で滞在し ている こ と 。  

４  「 ふる さ と 選手制度」 を活用し 参加を希望する 選手は、 予め所定の方法によ り 「 ふる さ と 」 を

登録し なければなら ない。 なお、 一度登録し た「 ふる さ と 」 は変更でき ないも のと する 。  

５  「 ふる さ と 」 から 参加する 選手は、国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項－⑴－1) －③（ 国

内移動選手の制限） に抵触し ないも のと する 。  

６  ふる さ と 選手制度の活用については、 原則と し て、 １ 回につき ２ 年以上連続と し 、 利用でき る

回数は２ 回ま でと する 。  

７  参加都道府県は「 ふる さ と 選手」 を所定の様式、 方法によ り 、 当該大会実施要項で定めた参加

申込締切期日ま でに、 日本ス ポーツ 協会宛に提出する 。  
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別記２  「『 一家転住等』 に伴う 特例措置」  

 

転校への特例 

１  次の内容をすべて満たすこ と によ り 、 国内移動選手の制限（ 国民ス ポーツ大会開催基準要項細

則第３ 項－⑴－1) －③） に抵触し ないも のと する 。  

⑴ こ の特例の対象は、「 少年種別」 への参加者に限る 。  

⑵ 本特例を受ける こ と ができ る のは、 一家転住等やむを得ない理由に限る こ と と する 。  

なお「 一家転住等」 と は概ね次のこ と を言う 。  

ア 親の転勤によ る 一家の転居 

イ  親の結婚、 離婚によ る 一家の転居 

ウ  上記以外に、 やむを得ない理由によ る 一家の転居 

⑶ 転居し た時点に応じ て、 以下の手続き を終了し ている こ と 。  

ア 本特例を受けよ う と する 参加者は、 下記２ ⑴の場合は転居元、 下記２ ⑵の場合は転居先が

属する 都道府県体育・ ス ポーツ協会及び都道府県競技団体に対し 、 その旨報告する こ と 。  

イ  報告を受けた都道府県体育・ ス ポーツ協会及び都道府県競技団体は、 下記２ ⑴の場合は転

居先、 下記２ ⑵の場合は転居元が属する 都道府県体育・ ス ポーツ協会及び都道府県競技団体

に対し 、 その旨報告し 了承を得る こ と 。  

２  本特例を受ける 当該大会において、 参加する こ と ができ る 都道府県は以下のと おり と する 。  

⑴ 転居し た時点において、 以下に該当する 場合は転居元が属する 都道府県から 参加する こ と が

でき る 。  

ア 転居先が属する 都道府県の代表が既に決定し ている 場合 

イ  当該参加者が、 転居元が属する 都道府県の代表と し て既に決定し ている 場合 

ウ  当該参加者が、 転居元が属する 都道府県の代表選考過程にある 場合 

⑵ 転居し た時点において、 以下に該当する 場合は転居先が属する 都道府県から 参加する こ と が

でき る 。  

ア 転居元が属する 都道府県において、 当該大会における 都道府県代表の選考が開始さ れてい

ない場合 
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別記３  「 JOCエリ ート アカデミ ーに係る 選手の参加資格の特例措置」  

 

公益財団法人日本オリ ンピ ッ ク 委員会が実施する「 JOCエリ ート アカデミ ー」に係る 選手のう ち、

下記１ に該当する 者については、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項〔 国民ス ポーツ大会開

催基準要項第８ 項第１ 号及び第 10 項第４ 号（ 参加資格及び年齢基準等）〕 及び別記１ 「 国民ス ポー

ツ 大会ふる さ と 選手制度」 に関し 、 次の２ ～４ の特例を適用する 。  

１  対象者 

⑴ 少年種別年齢域の選手で JOCエリ ート アカデミ ーに在籍する 者 

⑵ 成年種別年齢域の選手で JOCエリ ート アカデミ ーを修了し た者、 ま たは同アカデミ ーに在籍

する 者 

２  少年種別年齢域の選手の所属都道府県 

本特例第１ 項－⑴に定める 少年種別年齢域の選手は、 その所属都道府県について、 国民体ス ポ

ーツ大会開催基準要項細則第３ 項－⑴－2) ‐ ②に定める 「 居住地を示す現住所」、「 学校教育法第

１ 条に規程する 学校の所在地」、「 勤務地」 のほか、 卒業小学校の所在地が属する 都道府県を選択

する こ と ができ る 。  

なお、 同アカデミ ーへの入校時において小学生であった場合には、 入校する 直前ま で通学し て

いた小学校の所在地が属する 都道府県を選択する こ と ができ る 。  

３  成年種別年齢域の選手の「 ふる さ と 」  

本特例第１ 項－⑵に定める 成年種別年齢域の選手は、 別記１ 「 国民ス ポーツ 大会ふる さ と 選手

制度」 第２ 項に定める 卒業小学校、 卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する 都

道府県のほか、 同アカデミ ーでの入校時において小学生であった場合には、 入校する 直前ま で通

学し ていた小学校の所在地が属する 都道府県を「 ふる さ と 」 と する こ と ができ る 。  

４  国内移動選手の制限に係る 例外適用 

本特例第１ 項－⑴に定める 少年種別年齢域の選手が前回の大会（ 都道府県大会を含む） と 異な

る 都道府県から 参加する 場合、 国民ス ポーツ 大会開催基準要項細則第３ 項－⑴－1) －③（ 国内移

動選手の制限） に抵触し ないも のと する 。  

［ 注］  本特例第１ 項－⑵に定める 成年種別年齢域の選手については、 国民ス ポーツ 大会開催基準

要項細則第３ 項－⑴－1) －③（ 国内移動選手の制限） の規定に従い取り 扱う も のと する 。  

５  その他 

中央競技団体が国際競技力向上施策と し て独自に実施する アカデミ ー事業については、 当該中

央競技団体から の申請を踏ま え、 当該事業の内容が JOC エリ ート アカデミ ーに準拠し 実施さ れ

ている こ と が、 公益財団法人日本オリ ンピッ ク 委員会によ り 確認さ れた場合に限り 、 当該事業を

本特例の対象に加える こ と ができ る 。  
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別記４  「 ト ッ プアス リ ート の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」  

 

我が国の競技力向上を支援する 観点よ り 、一定の競技力を有する 選手に対し て、「 ト ッ プアス リ ー

ト の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置（ 以下「 本特例」 と いう 。）」 を下記のと おり 定める 。  

１  特例の対象と なる 選手 

本特例の対象と なる 選手は、 下記の条件のいずれかを満たす者と する 。  

⑴ 第 32 回オリ ンピッ ク 競技大会（ 2021 年・ 東京） に参加し た者。  

⑵ 2024 年４ 月 30 日時点で、 下記のいずれかに該当し 、 各中央競技団体が本特例の対象と し て

認めた者 

ア JOCオリ ンピ ッ ク 強化指定選手 

イ  各競技（ 種目） における 国内ラ ンキング上位 10 位以内の者 

ウ  中央競技団体が定めた強化指定選手 

※ 強化指定ラ ンク については、 各競技における 全日本選手権大会入賞レ ベル以上のカテゴ

リ ーを対象と する 。  

２  特例の内容 

⑴ 予選会の免除 

本特例の対象と なる 選手については、 都道府県予選会及びブロ ッ ク 大会を経ずに国民ス ポー

ツ 大会本大会に参加する こ と ができ る も のと する 。 ただし 、 ブロ ッ ク 大会実施競技種目・ 種別

においては、 当該都道府県代表選手又はチームがブロ ッ ク 大会に参加し 、 本大会参加枠を獲得

し ている 場合と する 。  

⑵ 資格要件（ 日数要件の緩和）  

本特例の対象と なる 選手が所属都道府県と し て「 居住地を示す現住所」 又は「 勤務地」 を選

択する 場合は、 日数に関する 要件を定めないこ と と し 、 以下のと おり と する 。  

ア 居住地を示す現住所 

次の要件をいずれも 満たすも のと する 。  

( ｱ)  2024 年４ 月 30 日以前から 大会終了時（ 2024 年 10 月 15 日） ま で引き 続き 、 住民票記載

の住所に存する 都道府県において生活し ている 実態があり 、 当該都道府県以外（ 海外を含

む） において生活し ている 実態がないこ と 。  

なお、 生活の実態については、 下記要件によ り 判断する 。  

ａ  自ら 所有する 住居、 又は自ら の名義で住居を賃借し ている こ と  

ｂ  当該住居に生計を一にする 家族と 共に住んでいる こ と  

ｃ  当該住居の水道光熱費など費用を自ら 負担し ている こ と  

ｄ  当該住居に主要な家財道具が存する こ と  

( ｲ)  合宿、 試合等によ り 当該都道府県外で活動を行う 場合、 当該都道府県を移動の起点と し

ている こ と 。  

イ  勤務地 

次の要件をいずれも 満たすも のと する 。  

( ｱ)  2024 年４ 月 30 日以前から 大会終了時（ 2024 年 10 月 15 日） ま で引き 続き 、 雇用主と 雇

用契約を締結し た上で、 当該都道府県内に存する 雇用主の会社や事業所等に現実に通勤し 、

勤務し ている こ と 。  

( ｲ)  当該都道府県内で、 競技普及活動等の事業に参加する こ と 。  

３  国内移動選手の制限 

本特例の対象と なる 選手の国内移動選手の制限については、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細

則第３ 項－⑴－1) －③のと おり と する 。  
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別記５  「 東日本大震災に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」  

 

１  特例の対象と なる 被災地域都道府県 

震災によ る 被害状況及び影響等を総合的に勘案し 、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県、

千葉県の６ 県を本特例の適用対象と なる 被災地域都道府県（ 以下「 特例対象県」と いう 。）と する 。  

なお、 特例対象県以外の都道府県において対応が必要と なった場合は、 個別に取り 扱う こ と と

する 。  

２  特例の内容 

⑴ 特例対象県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

以下の選手及び監督は、「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 又は「 勤務地」 の各要件を満

たし ていなく と も 、 当該特例対象県から 参加する こ と ができ る 。  

【 特例の対象者】  

被災地域から の避難等、 災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、 当該特例対象県にお

ける 「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 又は「 勤務地」 の各要件を満たすこ と ができ なく

なった者。  

ただし 、 以下の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

ア 2011 年３ 月 11 日（ 震災発生時） 時点において、 当該特例対象県内に居住又は勤務し てい

た者。 も し く は当該特例対象県内の「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者

である こ と 。  

イ  災害が発生し なかったと 仮定し た場合、  2024 年４ 月 30 日以前から 大会終了時（ 2024 年

10 月 15 日） ま で継続し て当該特例対象県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 又は「 勤

務地」 と する 要件を満たし ていたと 合理的に推測さ れる 者である こ と 。  

⑵ 避難等によ る 移動先の都道府県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

ア 被災地域から の避難等によ り 、 当該特例対象県と 異なる 都道府県に移動し た以下の選手及

び監督については、 移動先の都道府県から 参加する こ と ができ る 。  

なお、 こ の場合、 第 77 回ま たは 2023 年開催の特別大会に当該特例対象県から 参加し てい

ても 、 国民ス ポーツ 大会開催基準要項細則第３ 項－⑴－1) －③（ 国内移動選手の制限） には

抵触し ないも のと する 。  

【 特例の対象者】  

被災地域から の避難等、 災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、 当該特例対象県か

ら 移動せざる を得なかった者。  

ただし 、 以下の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

( ｱ)  2011 年３ 月 11 日時点において、 当該特例対象県内に居住又は勤務し ていた者。 も し く

は当該特例対象県内の「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者である こ と 。 

( ｲ)  移動先の都道府県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 又は「 勤務地」 と する 要件

を満たし ている こ と 。  

なお、 移動が生じ た時期が 2024 年４ 月 30 日以降の場合は、 移動先の都道府県の予選会

開始ま でに要件を満たし ている こ と と する 。  

[ 注]  「 居住地を示す現住所」 及び「 学校所在地」 と し て参加を希望する 者については、

当該自治体への住所に関する 届出又は学籍に係る 要件を満たし ていなく と も 、 それに

準ずる 公的な証明書類を提出でき 、 かつ移動先の都道府県に居住ある いは通学し てい

る 実態を有し ている と 日本ス ポーツ 協会が認めた場合、 移動先の都道府県から 出場す

る こ と ができ る 。  
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イ  本項アを適用し て避難等によ る 移動先の都道府県から 2023 年開催の特別大会ま たは第 78

回大会に参加し た者が、第 79 回大会において、以下のよ う な震災にかかる 理由によ り 再度都

道府県を移動し て参加する 場合は、 国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項－⑴－1) －③

（ 国内移動選手の制限） には抵触し ないも のと する 。  

＜例＞ ○ 避難先を離れ、 当該特例対象県に戻る 場合 

○ 避難先を離れ、他の都道府県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 又は「 勤

務地」 と する 場合 

○ 他の都道府県に避難先を移す場合 

⑶ 避難等によ る 移動先の属する 都道府県において学校を卒業し た場合の「 ふる さ と 」 選択要件

の緩和 

避難等によ る 移動先の属する 都道府県において小学校、 中学校ま たは高等学校を卒業し た者

が、 成年種別年齢域に達し た際、「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」 を活用し て参加する 場

合、 以下のいずれかを「 ふる さ と 」 と し て登録する こ と ができ る 。  

ア 卒業小学校、 卒業中学校ま たは卒業高等学校の所在地 

イ  災害の発生し た時点で在籍し ていた小学校、 中学校ま たは高等学校の所在地 

なお、 本特例を適用し て上記イ の学校所在地を「 ふる さ と 」 登録し た場合についても 、 卒業

小学校、 卒業中学校ま たは卒業高等学校の所在地を「 ふる さ と 」 と する 場合と 同様、 一度登録

し た「 ふる さ と 」 は変更でき ない。  

【 特例の対象者】  

2011年度から 2012年度（ 小学校は2015年度） ま でに、避難等によ る 移動先の属する 都道府県

において小学校、 中学校ま たは高等学校を卒業し た者。   
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別記６  「 能登半島地震に係る 選手及び監督の国民ス ポーツ大会参加資格の特例措置」  

１  特例の対象と なる 被災地域都道府県 

震災によ る 被害状況およ び影響等を総合的に勘案し 、 新潟県、 富山県、 石川県、 福井県の４ 県

を本特例の適用対象と なる 被災地域都道府県（ 以下「 特例対象県」 と いう 。） と する 。  

なお、 特例対象県以外の都道府県において対応が必要と なった場合は、 個別に取り 扱う こ と と

する 。  

２  特例の内容 

⑴ 特例対象県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

以下の選手およ び監督については、「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 ま たは「 勤務地」

の各要件を満たし ていなく と も 、 当該特例対象県から 参加する こ と ができ る 。  

【 特例の対象者】  

被災地域から の避難等、 災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、 当該特例対象県にお

ける 「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 ま たは「 勤務地」 の各要件を満たすこ と ができ な

く なった者。  

ただし 、 以下の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

ア 2024 年１ 月１ 日（ 震災発生時） 時点において、 当該特例対象県内に居住ま たは勤務し てい

た者。 も し く は当該特例対象県内の「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者

である こ と 。  

イ  災害が発生し なかったと 仮定し た場合、 2024 年 4 月 30 日以前から 当該大会終了時（ 2024

年 10 月 15 日） ま で継続し て当該特例対象県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 ま た

は「 勤務地」 と する 要件を満たし ていたと 合理的に推測さ れる 者である こ と 。  

⑵ 避難等によ る 移動先の都道府県を所属都道府県と する 場合の要件緩和 

ア 被災地域から の避難等によ り 、 当該特例対象県と 異なる 都道府県に移動し た以下の選手お

よ び監督については、 移動先の都道府県から 参加する こ と ができ る 。  

 なお、 こ の場合、 第 77 回大会ま たは 2023 年開催の特別大会に、 当該特例対象県から 参加

し ていても 、国民ス ポーツ 大会開催基準要項細則第３ 項－⑴－1) －③（ 国内移動選手の制限）

には抵触し ないも のと する 。  

【 特例の対象者】  

被災地域から の避難等、 災害の影響によ る やむを得ない事情によ って、 当該特例対象県から

移動せざる を得なかった者。  

 ただし 、 以下の事項のいずれにも 該当し ている こ と 。  

( ｱ)  2024 年１ 月１ 日時点において、 当該特例対象県内に居住ま たは勤務し ていた者。 も し く

は当該特例対象県内の「 学校教育法」 第１ 条に規定する 学校に在籍し ていた者である こ と 。 

( ｲ)  移動先の都道府県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 ま たは「 勤務地」 と する 要

件を満たし ている こ と 。  

 なお、 移動が生じ た時期が 2024 年 4 月 30 日以降の場合は、 移動先の都道府県の予選会

開始ま でに要件を満たし ている こ と と する 。  

［ 注］  「 居住地を示す現住所」 およ び「 学校所在地」 と し て参加を希望する 者については、

当該自治体への住所に関する 届出ま たは学籍に係る 要件を満たし ていなく と も 、それ

に準ずる 公的な証明書類を提出でき 、かつ移動先の都道府県に居住ある いは通学し て

いる 実態を有し ている と 日本ス ポーツ協会が認めた場合、移動先の都道府県から 出場
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する こ と ができ る 。  

イ  本項アを適用し て避難等によ る 移動先の都道府県から 2023 年開催の特別大会ま たは第 78

回大会に参加し た者が、 第 79 回大会において、 以下のよ う な震災に係る 理由によ り 再度都

道府県を移動し て参加する 場合は、国民ス ポーツ大会開催基準要項細則第３ 項－⑴－1) －③

（ 国内移動選手の制限） には抵触し ないも のと する 。  

＜例＞ ○ 避難先を離れ、 当該特例対象県に戻る 場合 

○ 避難先を離れ、 他の都道府県を「 居住地を示す現住所」、「 学校所在地」 ま た

は「 勤務地」 と する 場合 

○ 他の都道府県に避難先を移す場合 

⑶ 避難等によ る 移動先の属する 都道府県において学校を卒業し た場合の「 ふる さ と 」 選択要件

の緩和 

避難等によ る 移動先の属する 都道府県において小学校、 中学校ま たは高等学校を卒業し た者

が、 成年種別年齢域に達し た際、「 国民ス ポーツ大会ふる さ と 選手制度」 を活用し て参加する 場

合、 以下のいずれかを「 ふる さ と 」 と し て登録する こ と ができ る 。  

ア 卒業小学校、 卒業中学校ま たは卒業高等学校の所在地 

イ  災害の発生し た時点で在籍し ていた小学校、 中学校ま たは高等学校の所在地 

なお、本特例を適用し て上記イ の学校所在地を「 ふる さ と 」 と し て登録し た場合についても 、

卒業小学校、 卒業中学校ま たは卒業高等学校の所在地を「 ふる さ と 」 と する 場合と 同様、 一度

登録し た「 ふる さ と 」 は変更でき ない。  

【 特例の対象者】  

2024年度から 2025年度（ 小学校は2028年度） ま でに、避難等によ る 移動先の属する 都道府県に

おいて小学校、 中学校または高等学校を卒業し た者。  
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トライアスロン競技 
 

１ 期  日   2024 年 10 月６日（日） 

 

２ 会  場   唐津市 唐津市波戸・名護屋特設会場 

 

３ 種別及び参加人数  

種 別 監 督 選 手 都道府県 小 計 合 計（人） 

成年男子 １ ２ 47 141 
282 

成年女子 １ ２ 47 141 

※ 選手、監督の兼任はできない。   

 

４ 競技上の規程及び方法 

 ⑴ 競技規則 

公益社団法人日本トライアスロン連合競技規則及び大会特別ルールを適用する。 

 ⑵ 競技方法 

ア 一選手が３種目（スイム 1.5km・バイク 40km・ラン 10km）の競技を連続して行い、

その合計タイムを競う。なお、正確な距離は競技説明会で選手へ周知される。 

イ 天候や競技環境が不十分な場合は、事前の計画に従って、デュアスロン（第１ラン・

バイク・第２ラン）に変更する場合がある。さらに、３種目いずれか、又は全ての距離

を短縮もしくは中止する場合がある。なお、変更した場合は、開始時間を調整する。 

変更等については、競技会主催者が現場の状況に応じて取り決めることとする。   

 

５ 予選方法 

各都道府県トライアスロン連合及び協会は、都道府県大会等の予選会を実施し、本大会代

表を選考する。なお、予選会への参加資格は、各都道府県により決定される。 

 

６ 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準 

総則５に定めるもののほか、次による。 

選手は、都道府県大会等の実施以前に、2024 年度の公益社団法人日本トライアスロン連

合の会員登録の手続きを完了した者とする。 

監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認トライア

スロンコーチ１、コーチ３の資格を有する者とする。   

  

７ 総合成績決定方法 

男女総合成績（天皇杯得点）及び女子総合成績（皇后杯得点）は、競技得点と参加得点の

合計とし、その得点の多い都道府県順に第１位から第８位を決定する。 

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。 
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 ⑴ 競技得点 

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点 

成 年 男 子 

成 年 女 子 
成 年 女 子 

各種別とも１位８点、２位７点、３位６点、４位５

点、５位４点、６位３点、７位２点、８位１点の競技得

点を与える。 

ただし、同順位の場合は、その順位を共有し、次の順

位を欠位とする。なお、得点は、次の順位のものを加

え、当該都道府県で等分する。 

 ⑵ 参加得点 

大会に参加した都道府県に 10 点を与える。 

 

８ 表  彰 

⑴ 男女総合成績及び女子総合成績の第１位から第８位までの都道府県に表彰状を授与する。

ただし、各種別の競技得点が加算された都道府県を対象とする。 

⑵ 男女総合成績第１位の都道府県に、大会会長トロフィーを授与する。 

⑶ 各種別の第１位から第８位までの選手に、賞状を授与する。    

 

９ 参加申込み方法 

総則８に定めるもののほか、次による。 

⑴ 所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスし、必要事項を入

力のうえ、所属都道府県体育・スポーツ協会を通じて、2024 年８月 28 日（水）までに申

込み手続きを完了すること。 

⑵ 締切期限以降は所定の Web ページ（国民スポーツ大会参加申込システム）へアクセスで

きなくなるので、締切期限を厳守すること。 

⑶ 参加申込み締切後の選手変更は、疾病、傷害など特別な場合に限り認めるものとし、参

加申込み時に登録した予備登録選手（各種別・男女各１名以内）との交代に限り認める。

その取り扱いについては次の通りとする。  

⑷ 参加申込み締切後の監督変更は、特別な場合に限り認めるものとし、資格を満たしてい

る者であれば交代を認める。その取り扱いについては次の通りとする。 

ア  提出期限 2024 年 10 月５日（土）午前 10 時まで 

イ  提 出 先 

① 〒160-0013 東京都新宿区霞ヶ丘町４番２号 Japan Sport Olympic Square 708 

公益社団法人 日本トライアスロン連合 

TEL 03-5786-0515 FAX 03-5786-0516 

② 〒840-8570 佐賀県佐賀市城内一丁目１番 59 号 

ＳＡＧＡ２０２４実行委員会事務局 

（佐賀県ＳＡＧＡ２０２４・ＳＳＰ推進局 

ＳＡＧＡ２０２４競技運営チーム 国民スポーツ大会担当） 

TEL 0952-25-7405 FAX 0952-25-7354 

③ 〒847-8511 佐賀県唐津市南城内１番１号（大手口センタービル５階） 

ＳＡＧＡ２０２４国スポ・全障スポ唐津市実行委員会事務局 

（唐津市スポーツ局国スポ・全障スポ競技課） 

TEL 0955-53-7176 FAX 0955-75-2289 
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なお、公益財団法人日本スポーツ協会に対しては、大会終了後、別途、所定の手続き

により参加申込み情報を修正すること。  

 

10 参加上の注意 

⑴ 参加者は、事前に充分トレーニングを積み余裕をもって完走できるように心がけること。 

⑵ 競技前あるいは競技中体調が思わしくない場合は、健康と安全を重視して出場を控える

か競技の続行を断念すること。 

⑶ 競技実施の可否及び競技会場並びに競技内容については、大会当日朝５時 30 分の大会

実施判定会議にて検討し、競技会主催者により決定する。  

  

11 棄権手続き 

参加申込み締切後から競技までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する場合

の所定の届出については選手交代届と同じ様式を用いること。   

 

12 その他 

⑴ 公開練習（スイム試泳） 

   日  時  2024 年 10 月５日（土） 午前 11 時～正午 

    場  所  唐津市波戸・名護屋特設会場 

⑵ 競技者受付 

    日  時  2024 年 10 月５日（土） 午後１時～２時 45 分 

    場  所  佐賀県波戸岬少年自然の家体育館 

〒847-0401 佐賀県唐津市鎮西町名護屋 5581 番地１ 

TEL 0955-82-5507 

※ 受付時にレースウエア、バイク(車検)、ヘルメット等競技用具のチェ

ックを受けること。 

⑶ 競技説明会 

日  時  2024 年 10 月５日（土） 午後３時～４時 

場  所  佐賀県波戸岬少年自然の家体育館 

〒847-0401 佐賀県唐津市鎮西町名護屋 5581 番地１ 

TEL 0955-82-5507 

⑷ 競  技 

日  時  2024 年 10 月６日（日） 女子：午前９時～正午 

男子：午後０時 30 分～３時 15 分 

場  所  唐津市波戸・名護屋特設会場 

⑸ 表彰式 

日  時  2024 年 10 月６日（日）午後３時 45 分 

場  所  唐津市波戸・名護屋特設会場 
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